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常 (nitya) なるアートマン (ātman，我) という觀念は，「佛法」で言う「無常」に對する
「常」，「無我」に對する「我」として，#確な對立槪念として知られることになる。
一方，パーリ語を%典言語とする佛敎圈で傳えられて來たのは，「諸行無常」「一
切皆苦」「諸法無我」(Pāli : “sabbe sankhārā aniccā, sabbe sankhārā dukhā, sabbe dhammā
anattā.”) という三句である。この內，第三句は，「諸法」の各「法」はいずれもアートマ
1 ) 詳しくは，拙論「『經典』ʻsūtrāntaʼ ―― ʻsūtrāntaʼ の玄奘譯語『經典』を*って――」，日











2 ) 岩波庫『眞理のことば 感興のことば』33 頁參照。以下に，三句が出る4絡理解のため
に，利5性を考慮して，岩波庫本・中村元譯『眞理のことば』(Pāli : Dhammapada. 以下，




















リ經の中に出る經句である。Cf. H. C. Norman, The Commentary on the Dhammapada,
London 1970, Vol. III, pp. 405-407, Dhp. vv. 277-279 :
ʻ “Sabbe sankhārā aniccā” ti yadā paññāya passati atha nibbindatī dukkhe, esa maggo
visuddhiyāʼti.
ʻ “Sabbe sankhārā dukhā” ti yadā paññāya passati atha nibbindatī dukkhe, esa maggo
visuddhiyāʼti.
ʻ “Sabbe dhammā anattā” ti yadā paññāya passati atha nibbindatī dukkhe, esa maggo
visuddhiyāʼti.
なお，Dhp. v. 285 の後9句には，「靜かなやすらぎに至る0を養え。めでたく行きし人
(=佛)は安らぎを說きたもうた」(中村元譯)とある。この中，「靜かなやすらぎに至る0」























される點である。一切が「無常」である限り，どこにも恒久 (Pāli=Skt. : ananta) なる樂
(Pāli=Skt. : sukha) など無く，一切は「苦」に他ならない。そして，「P爲」なる存在であ
る生き物存在 (Pāli : sattā，「P;」「衆生」) は，「五蘊」からQ成される存在であって，そ
のQ成R素である「色・S・想・行・識」それぞれもまた，「無常」なものである。これ
らQ成R素としての五つの「法」(Pāli : dhamma) は，いずれもアートマンではない。ま
















論考に依る。J.W. de Jong, The Buddha and His Teachings, In : Wisdom, Compassion, and
the Search for Understanding − The Buddhist Studies Legacy of Gadjin M. Nagao, ed. by
Jonathan A. Silk, Honolulu 2000, pp. 171-181. Nせて，櫻部円「原始佛敎・アビダルマにお
ける存在の問題」，『b座佛敎思想第 1卷 存在論時閒論』，理想社 1974 年，17-54 頁。この
論考中，「二，無常・苦・無我」，「四，諸行無常・諸法無我」の各3における解說に，私の
理解の多くをeっている。


























淸堂 1975 年，105-123 頁に詳しい。本論考では，この論以影に公刊されたものとして，





























É跋陀羅 (394-468 年) の譯 (大正 No. 679『相續解脫如來W作隨順處了義經』) で，「一切行無
常，一切行苦，一切法無我」(T. 16, 718c)，また，北魏の菩提液荏 (？-527 年) の譯 (大正
No. 675『深密解脫經』) で，「一切P爲行無常，一切P爲行苦，一切法無我」(T. 16, 686b)，
そして，玄奘 (602-664 年) の譯 (大正 No. 676『解深密經』) では，「一切行皆無常性，一














大乘の經論としては，羅什譯『大智度論』卷 14，卷 15，卷 22，卷 26，卷 32，卷 47，
卷 65 など。特に，諸行無常については，「一切P爲法無常」の他に「一切P爲生法無



































5 ) 『大智度論』大正 No. 1509, T. 25, 222a26-b1 : 「Vv無礙」者，得佛法印故，Vv無礙。如
得王印，則無W留難。問曰，何等是佛法印。答曰，佛法印P三種。一者「一切P爲法，念
念生滅，皆無常」。二者「一切法無我」。三者「寂滅𣵀槃」。また，Nせて，この箇Wに對す
るラモットのU記を參照。Cf. Étienne Lamotte, Le Traité du la Grande Vertu du Sagesse,

























まず，ブッダの言葉として，『ダンマパダ』(Pāli : Dhammapada，以下Dhp と略記する) 第











我) の用語をもって說き示される三句 (Dhp vv. 277-279) が傳わる (脚U 2) を參照)。い
で，この三句は，『テーラガーター』(Pāli : Theragāthā, vv. 676-678) の中で，長老の佛弟子





us) を得たことが稱えられた聲聞 (śrāvaka) の言葉として傳わること，具體Xには，
コンダンニャによって佛0を步むための0標として確信されていたということにU目し
たいと思う。このようにして，パーリの三句の傳承內容は確定している。因みに，ガン




の Udānavarga (Franz Bernhard ed., Göttingen 1965. 以下，Uv と略記する。) の第 12違，佛0
についての言葉の集成 (Mārgavarga, Uv 12 vv. 5-8) になると，冒頭の 4詩3に續き，三句
ではなく，「一切行無常」「一切行苦」「一切行空」「一切法無我」という四句からなる表
現になる7)。これら四句の傳承の場合には，無常・苦・空・無我という竝びで，「苦」と
6) The Gāndhārī Dharmapada, ed. by John Brough, London 1962. ブラフが校訂に用いた寫本 A
葉の 4 斷片の內，斷片 A3の中で，まとまった形で三句が傳わる。なお，Gāndhārī Dhp
vv106-108=Dhp vv. 277-279，Gāndhārī Dhp v. 105=Dhp v. 301， Gāndhārī Dhp v. 109=
Dhp v. 273 などの對應關係の指摘については校訂者ブラフに依る。
↗















































順序 12.5-8 は，12.5・6・8・7 の順序と見るのが正しく，まず，パーリDhp と Subasi が一
致する，Dhp 277・278・279=Subasi 140・141・142 が原型である。續いて，Subasi 143 :
sarv(v)a śun(y)a a(nātmam
̇
hi) ････ ････ ････ ････ ････ ･････. と續く，Subasi











さらに興味深いのは，パトナ本の『ダルマパダ』(Gustav Roth ed., vv. 375-376) と佛敎泳
語で傳わる『ダルマパダ』の例である8)。三句の中の「一切行苦」の一句が拔け落ちるの




第 2  ｢法印」として確定されるに至る諸佛典での展開から想宴される第 1 の樣相
――ブッダの般𣵀槃後に起こる，「一切皆苦」の實感から｢𣵀槃寂靜」の想いへ
パーリの三句の傳承に對し，漢譯阿含 (具體Xには，雜阿含 No. 262) の中では，ブッ
ダの般𣵀槃の後，閒もなき頃 (T. 2, 66b7-8：「佛般泥洹未久時」)，直弟子たちの閒では，「諸
143 (=Bernhard ed . Uv 12.7) が，『ウダーナヴァルガ』に置かれるのは，Udānaと Dhp
とを合わせて，『ウダーナヴァルガ』が作られたからである。『スバシ寫本の硏究』特に








8 ) Cf. Gustav Roth, “Particular Features of the Language of the Ārya-Mahāsām
̇
gika-
Lokottaravādins and their Importance for Early Buddhist Tradition,” In : Die Sprache der
ältesten buddhistischen Überlieferung : The Language of the Earliest Buddhist Tradition,
Göttingen 1980, S. 131. 竝びに，水野弘元「泳語法句經 (SDhp) の硏究 その 2」『佛敎硏
究』第 19號，1990 年，特に pp. 58-60，「『パーリ法句經』偈の對應表」『佛敎硏究』第 20











































astotra (Jens-Uwe Hartmann ed. Göttingen 1987) の第 6違 Avivādastava冒頭第 1
偈にのように歌われる9)。
↗
9 ) ただし，第 2句は「一切のP爲は刹É滅である」との味。「諸法無我」と「𣵀槃寂靜」の
閒に，「無常」とほぼ同義の衣語である「刹É滅」の語を用いた，漢譯例を用いて表現すれ
ば，「一切P爲，念々生滅」という句が入るQ成の三句となっている。あるいは，上揭脚U








































滅泥洹。」(T. 32, 362a) という經が，「阿難，車
に語って言く」との經說 (8揭雜阿含
No. 262 の經と對比して參照) として擧げられており，無常・無我・寂靜の三句の竝びが
知られていない譯ではない。では元に戾って，なぜ，マートリチェータは，「衣論無きこ




















































思潮である。すなわち，北本『大般𣵀槃經』卷 13，竝びに，南本『大般𣵀槃經』卷 12 に
同じくjめられる經として，のような言となって現れる。
｢善男子，一切行無常，諸法無我，𣵀槃寂滅，是第一義。」(T. 12, 443a, 684c)
東 方 學 報
432〔103〕
第 3 第 2の樣相 ―― ｢五蘊」を「空」と觀る思潮





ha) のI蘭陀竹園 (Kalandaka-venuvana) に§しておられるとき，シャーリ













空・非我なりと思惟せよ。」(T. 2, 65b-c。なお，この「精勤思惟」によって，「須陀洹 (/預



















10) ｢菩ù地」に擧げられる 4つの ʻdharmoddānaʼ。諸々の衆生たちを淸めるための 4つの標語。




ala, Nalinaksha Dutt ed., Patna 1978, p. 188, ll.
9-14 : catvārīmāni dharmoddānāni yāni buddhāś ca bodhisattvās ca sattvānāṁ viśuddhaye
deśayanti / katamāni catvāri / “anityāh
̇




sarvasaṁskārā” iti dharmoddānam / “anātmānah
̇
sarvadharmā” iti dharmoddānam /
“śāntaṁ nirvān
̇





sattvānām / tasmād etāni dharmoddānānīty ucyante /. なお，




























kāra) における，「菩ù地」で擧げられた 4 つの標語
に對する解釋。Cf.Mahāyānasūtrālam
̇
kāra, Chp. 18 Bodhipaks
̇
a, Sylvain Lévi ed., repr. Kyoto


























u田宏v論 (110-111 頁參照) によれば，「まず，古くは『增一阿含經』」として，例え































東 方 學 報
430〔105〕











また，同じくu田宏v論 (116 頁) に依れば，無常・苦・空・非我 (/無我)・𣵀槃と
いう五つの項目を竝說する例は，「部のものでは，『阿毘曇毘婆沙』卷 6，『舍利弗阿毘





｢身體 (lus) は無常 (mi rtag pa) であって，厭離して貪欲を離れる事をもって
〔慰問〕するのではない。身體は苦 (sdug bsṅal ba) であって，𣵀槃を樂しむことを
もって〔慰問〕するのではない。身體は無我 (bdag med pa) であって，しかし衆生










による硏究成果として公刊された。その中，Chap.Ⅵ，§ 10 (194 頁) のサンスクリット
を一部引用する。下線部が上揭u田譯に相當する。


















ābhinandanatayā / kāyānātmatayā sattva-paripācanatayā ca, kāya-śāntatayā na





































ブッダの言葉 (Pāli : Dhammapada, vv. 277-279) として，直弟子のアンニャー・コンダン





































































































































































































































本事，本生，方廣，希法，論議の中，第 1 の) 契經
云何。謂諸經中散說句。如說「諸行無常，諸法無
我。𣵀槃寂靜」等。
東 方 學 報
424〔111〕

















































































































『僧伽羅刹W集經』(大正 No. 194) に出る「無常・苦・空・無我」の四語と，「無常・
苦・空・無我・第一樂/滅淨」の五語が竝ぶ例。なお，『僧伽羅刹W集經』の冒頭に添え















悉 無常苦空 ，一切法 無我 ，𣵀槃爲 第一樂 ，
(下略)
(T. 4, 140b27-28)
無常苦空 行，一切法皆悉 無我，𣵀槃爲 滅淨。
(以上)
The Tōhō Gakuhō Journal of Oriental Studies (Kyoto) No. 88 (2013) 442〜423





The Origin and Aspects of Developments of three Phrases in Classical India
Yoshihito MUROJI
In the cultural sphere of the Pāli canons the three sutta-phrases that have been
transmitted are “all compounded things are impermanent” (Pāli : sabbe sankhārā aniccā),
“all compounded things are suffering” (sabbe sankhārā dukhā), and “all dhammas are
without a self” (sabbe dhammā anattā), which originate from the words of the Buddha (see
the Dhammapada, vv. 277-279 in the Chap. XX ʻmaggaʼ). As is known from the
appearance of these three phrases among the sayings of Aññā-Kondañña (see the
Theragāthā, vv. 676-678), who would become the Buddhaʼs first disciples at the time of his
first sermon, the Pāli transmission of the three phrases has been believed to the present to
possess the three marks (tilakkhan
̇
a) of the Buddhaʼs teaching for those following his path.
On the contrary, in the Chinese linguistic cultural sphere the three phrases “all
conditioned things are impermanent” (Skt. : sarvasam
̇
skārā anityā), “all dharmas are









have their source in the Buddhaʼs words and are sūtra-phrases used by the Buddhaʼs
disciples led by Ānanda soon after his parinirvān
̇
a as part of a new trend of thought from
“all is suffering” to “nirvān
̇
a is peace” (see the Sam
̇
yuktāgama, No. 262). These three
phrases were fixed during the first period of translation in China of the Āgamas and the
Sarvāstivādin Ābhidharmic literature from around the end of the 3rd century to the first
half of the 4th century. Concerning the term 三法印, the original Sanskrit is, as far as we









to poetically evoke non-self, momentariness, and peace in the first verse of the sixth




astotra in about the 2nd century.
